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Ⅰ はじめに 

市では、昭和 46 年に第一期基本構想・長期計画を策定して以来、現在ま

で、定期的に計画の調整、策定を行い、これらに基づいて計画的な市政運営

を推進してきました。  

長期計画は、市の目指すべき未来の姿を示し、それを実現するための政

策を決める大切な計画です。計画期間は、 10 年間ですが、 20～ 30 年先を見

通した長期的な視野に立ち、策定しています。  

今回、令和２年４月の 第六期長期計画開始以降に生じたさまざまな社会

情勢の変化に対応し、計画の実効性を保つため、令和４年度から２か年かけ

て、令和６年度～ 10 年度までの５年間を計画期間とする第六期長期計画・

調整計画（以下、「調整計画」という。）を策定します。  

策定にあたっては、第一期基本構想・長期計画の策定以来の本市の特徴

である、市民参加・議員参加・職員参加を中心とした「武蔵野市方式」を継

承するとともに、市民ワークショップや公募市民会議、中高生世代向けワー

クショップのほか、市民委員による策定委員会を設置し、圏域別意見交換会

や関係団体、市議会議員との意見交換、パブリックコメントなど様々な手法

を用いて意見聴取を行います。  

今回、多様な市民参加手法のひとつとして、 第六期長期計画・調整計画

市民会議（以下、「市民会議）という。）を設置し、調整計画策定において

検討すべき課題や重点的に取り組んでいくべき事項等について市民感覚で討

議しました。市民会議の設置にあたり、令和４年５月１日から５月 31 日ま

で市民会議委員の募集を行い、応募いただいた 18 名の方全員に委員として

会議に参加いただきました。  

 全４回の会議では、第六期長期計画の各分野（健康・福祉／子ども・教育

／平和・文化・市民生活／緑・環境／都市基盤／行財政）に関して「現状と

課題」や「必要な取組み」についてグループ討議を行ったほか、分野を横断

して、市政全般に関する全体討議も行い、各委員のさまざまな立場から、多

様な意見を出し合いました。  

本報告書は、全４回の会議における活発な意見交換を通じて出された内

容をまとめ  、今後第六期長期計画・調整計画策定委員会の議論の参考とす

るべく、市長に報告するものです。
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Ⅱ 実施概要   

目的  

・第六期 長期計 画 ・調整計 画（以 下 、「調整 計画」 と いう）策 定にお い

て検討す べき課 題 や重点的 に取り 組 むべき施 策等に つ いて市民 感覚で

討議し、 討議結 果 を市長に 報告す る 。  

・討議結 果は調 整 計画策定 委員会 に おいて報 告し、 策 定委員会 での議 論

の参考と する。  

 

募集方法  

令和４年 ５月１ 日 号市報 や SNS 等に より市民 会議委 員 を公募し た。５

月 22 日及び ５月 29 日に実施した 無作 為抽出オ ンライ ン ワークシ ョップ

参加者に 対して も 説明資料 に募集 チ ラシを同 封し、 案 内し た。  

⚫  募集期間 ：令和 ４ 年５月１ 日（日 ） ～令和 ４ 年５月 31 日（火）  

⚫  募集人数 ： 10 名程度  

⚫  募集要項 の配付 ： 市庁舎１ 階受付 、 市政セン ター、 図 書館（中 央・  

吉祥寺・ プレイ ス ）、市民 会館、 コ ミュニテ ィセ  

ンター（ 18 か所） 、企画調 整課窓 口  

⚫  応募人数 ： 18 名  

⚫  参加人数 ： 18 名（抽選は行 わず、 全 員 に参加 いただ い た）  

 

委員  

 市民会 議の委 員 は 18 歳以上 の市民 18 名で構成 される （委員名 簿は、

Ｐ 38 参考資 料「第 六期長期 計画・ 調 整計画市 民会議 委 員名簿 」 のとお

り。）  

設置期間  

令和４年 ６月 13 日から令和 ４年９月 30 日まで  
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検討経過  

回  日時  内  容  

【第１回】 ６月 13日（月） 
19 時～ 21 時  

１  開会  

２  市長 挨拶  

３  委員 自己紹 介  

４  事務 局紹介  

５  議事  

(1)  趣旨説明  

(2)  会議運営 につい て  

(3)  意見交換  

(4)  その他  

【第２回】 ６月 26 日 (日 ) 
13 時～ 17 時  

１  開会 ・事務 連 絡  

２  グル ープ討 議  

(1)  健康・福 祉  

(2)  子ども・ 教育  

(3)  行財政  

３  その 他（事 務 連絡等）  

【第３回】 ７ 月 ３ 日 (日 ) 
13 時～ 17 時  

１  開会 ・事務 連 絡  

２  グル ープ討 議  

(1)  平和・文 化・市 民 生活  

(2)  緑・環境  

(3)  都市基盤  

３  その 他（事 務 連絡等）  

【第４回】 ７月 22日（金） 
19 時～ 21 時  

１  開会 ・事務 連 絡   

２  議事  

(1)  報告書案 につい て  

(2)  意見交換  

(3)  まとめ  

３  その 他  
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Ⅲ 議論の概要  

１．市政全体について、いま思うこと  

第１回市 民会議 に おいて、 「市政 全 体に つい て、い ま 思うこと 」 をテ

ーマに各 委員が 意 見を述べ 、その 後 意見交換 を行っ た 。 主な意 見につ い

ては以下 のとお り である。  

（１）未来あるこどもたちのためのまちづくりについて  

・インク ルーシ ブ 教育は必 要で 、 そ のために は少人 数 学級が必 要だ。  

・地域で 気軽に 子 どもに声 がかけ ら れないの が現状 で ある。過 剰に反

応せずに 地域全 体 で子育て できる 環 境が必要 だ。  

・ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 増 や し て い る が 、 不 登 校 児 童 ・ 生 徒 は 増 え

ている。  

・親の介 護など で 学校にも 行けな い ヤングケ アラー が いる。そ れに対

してどう フォロ ー していく か。  

・若い子 どもた ち から、そ の子ど も を育てる 親、子 ど もがいな くてず

っと働い ている 若 者や中年 、高年 の 方、そし てリタ イ アして高 齢者

になって 地域に 入 っていく という 方 、障がい 者など 、 さまざま な方

が住んで いる。 多 様性を認 め合う と いう 部分 につい て 非常に進 めて

いく必要 性があ る 。  

・ 日 本 人 の 自 己 肯 定 感 が 諸 外 国 と 比 べ て 最 低 レ ベ ル と 言 わ れ て い る 。

自己肯定 感が 上 が るように 、どう し たらいい のか考 え たい。  

（２）市民参加のあり方と持続可能なまちづくりについて  

・吉祥寺 の商店 街 がチェー ン店や ド ラッグス トアば か りになり 、銭湯

は市内に 一軒だ け になって いる。 産 業がずっ と継続 し ていける よう

な政策を 考えて い きたい。  

・ 子 育 て 中 は PTA 等 で 市 政 に 関 わ る こ と が あ っ た が 、 手 が 離 れ る と 市

政 に 全 く 関 わ ら な く な る 。 全 て の 年 代 が 市 政 に か か わ っ て い く よ う

な コ ミ ュ ニ テ ィ が あ る と い い 。 ま た 、 新 た に 転 入 し て き た 方 に 対 し
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て 、 「 武 蔵 野 市 は こ う い う と こ ろ な ん だ 」 と い う こ と が わ か る よ う

な場所を 案内し 、 長く住ん でいた だ けるまち づくり を して欲し い。  

・ 政 策 を 実 施 し て い く う え で 、 企 業 の 社 会 貢 献 事 業 を 取 り 入 れ て 、 働

く人も含 めて参 加 すること を考え て いけたら いい。  

・住民投 票条例 案 が上程さ れた過 程 が拙速に 感じ ら れ た。  

・吉祥寺 大通り 東 自転車駐 車場用 地 が売却さ れた件 に ついて、 説明会

は開かれ たが、 売 却の話は 既に決 ま っている ように 感 じ、市民 意見

を伝えて も無駄 だ ったので はない か と 感じて いる。  

・ 会 議 な ど 、 関 係 者 ば か り だ と 議 論 が 深 ま ら ず す ぐ に 終 わ っ て し ま う 。

専 門 で な い 人 も 入 れ て 様 々 な 角 度 か ら 意 見 を 言 っ て も ら っ た 方 が い

い。  

・ 石 神 井 川 の 貯 留 池 を つ く る 件 に つ い て 、 周 辺 住 民 へ 説 明 が ほ と ん ど

な か っ た 。 行 政 と 市 民 が 風 通 し よ く 話 が で き る よ う な 市 政 で あ っ て

ほしい。  

・コミセ ン等の 活 動に参加 する高 齢 男性が少 ない。  

・ 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 任 期 は １ 年 だ が 、 実 態 と し て 複 数 年 に わ た

っ て 担 っ て い る 人 が 多 い 。 色 ん な 人 が 関 わ っ て 世 代 交 代 し て い っ た

方 が い い 。 代 謝 し て い く こ と が 大 事 だ 。 そ れ に 対 応 す る 市 政 も 柔 軟

に変わっ ていけ る ようであ って欲 し い。  

・エコ re ゾートの ような税 金を多 く 投入して いる施 設 には市民 の評価

を得ると いうこ と を考えて いくべ き 。  

・行政が 市民の 意 見を聞く という こ とは、市 民の発 言 がそのま ますぐ

形になる もので は ない。そ の通り に ならなく ても市 民 意見を聞 いて

いないわ けでは な く、受け 止めら れ ていると 思う。 ５ 年後に実 現す

ることも あるの で 待つこと も必要 で はないか 。  

・市民参 加は聞 こ えのいい 言葉だ が 、実際出 した意 見 がどのよ うに議

論されて いくの が 気になる 。フェ ー ズ毎にフ ィード バ ックがあ ると

いい。  

・ 重 点 的 に 取 り 組 む べ き 事 項 を 検 討 す る と と も に 、 役 割 を 終 え た も の

を 見 直 す こ と も 大 事 で は な い か 。 ふ る さ と 歴 史 館 は 展 示 も あ っ と い

う 間 に 見 終 わ っ て し ま う 内 容 で 、 た く さ ん あ る ス ペ ー ス も 本 当 に 必

要か疑問 である 。  
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（３）第六期長期計画策定後の２年間に感じたさまざまな変化について 

・コロナ で外出 の 機会が減 り、元 気 のなくな ったお 年 寄りが多 い。  

・コロナ で子ど も の遊び方 や学び 方 も大きく 変わっ て きた。  

・東京都 の被害 想 定が発表 され、 被 害が大き くなっ て いる。災 害に強

いまちづ くりと い う視点で も議論 し ていきた い。  

・ 独 歩 の 森 に ナ ラ 枯 れ が お こ っ て い る 。 ど う や っ て 保 全 し た ら い い か

考えてい きたい 。  

・ ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 が 行 わ れ た よ う に 、 当 た り 前 だ と 思 っ て い た 平 和 は

い と も 簡 単 に 壊 れ た 。 平 和 の 大 切 さ は ず っ と 言 い 続 け る 必 要 が あ る 。  

・ こ こ 最 近 他 者 に 対 し て 余 裕 が な く な り 、 寛 容 で な く な っ て き た と 思

うことが ある。  

 ・住民 投票条 例 案が上程 された 際 に、全国 的に騒 ぎ になった が、日 本

人特有の 排他的 雰 囲気を感 じた。 今 後、生産 年齢人 口 が減少し 、老

年人口が 増えて い くことに なれば 外 国人を増 やして い くことも 一つ

の方策で ある。 そ ういう人 たちの 意 見が反映 される こ とはいい こと

だと思う 。武蔵 野 市はもっ とひら け たまちに ならな い といけな いと

思う。  

・ こ の ２ 年 間 の 変 化 に は ミ ク ロ 、 マ ク ロ 両 方 の 問 題 が あ り 、 ど ん な 議

論 を す る の か と い う 視 点 も 必 要 だ 。 情 勢 変 化 の コ ン セ ン サ ス み た い

なものが あった ほ うがいい 。  

・コロナ により 様 々な変化 があり 、 調整計画 でどう 調 整してい くか。  

（４）その他、市政全般について  

・近年、 風水害 や 地震の不 安は確 実 に高まっ ている 。  

・ 地 方 だ け で な く 、 市 内 で も 空 き 家 が 増 え て お り 、 街 の 活 性 化 に 影 響

している 。  

・ 通 り 抜 け と 思 わ れ る 車 の マ ナ ー が ひ ど い 。 下 校 時 間 に 三 中 の 正 門 前

を 相 当 な ス ピ ー ド で 走 っ て く る 。 事 故 が 起 き て か ら で は 遅 い の で 、

取り締り など対 策 が必要 。  

・ 西 部 地 域 は バ ス 便 の 減 少 や 路 線 変 更 に よ り 、 駅 ま で の ア ク セ ス が 悪

化 し て い る 。 お 年 寄 り の 外 出 意 欲 に も 影 響 し て い る 。 市 と 事 業 者 で

議論して 路線に つ いて検 討 して欲 し い。  

・ 八 幡 町 は 宅 地 の 構 成 が 変 化 し て き て い る が 、 ム ー バ ス 路 線 は 昔 の ま

ま。変化 に応じ て 路線の見 直しを 行 って欲し い。  
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・新しい オープ ン スペース や公園 の 使い方に ついて 考 えていき たい。  

・ 重 点 施 策 の 数 が 多 く 何 に 重 き を お く か が 見 え な い 。 軽 重 を つ け る べ

きではな いか。  

・ 施 策 に つ い て 失 敗 を 恐 れ ず に 取 り 組 む と い う こ と を な ん ら か 提 案 し

たい。  
  

詳細は市ＨＰ参照 

 

 

 

 第１回市民会議議事録 

【第１回市民会議の様子】 
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２．各分野に関する議論  

 第２回 及び第 ３ 回会議に おいて 、 ３グルー プに分 か れて 各分 野の「 現

状と課題 」と「 必 要な取組 み」に つ いて、 グ ループ 討 議を行っ た。主 な

意見は以 下のと お りである 。  

健康・福祉  

A グループ  

現状と課 題  

・障がい 者（児 ） への災害 時の対 応 が課題。  

・ 障 害 の 情 報 は 個 人 情 報 な の で ク ロ ー ズ で あ る 。 要 支 援 者 の 名 簿 は あ る

が 、 災 害 発 生 時 に 各 避 難 所 に あ る 名 簿 を 見 て か ら 動 く こ と に な る 。 サ

ポートと しては 遅 いのでは ないか 。  

・ 福 祉 と 一 言 で 言 っ て も お 年 寄 り か ら 子 ど も ま で 幅 広 い 。 広 範 囲 の サ ポ

ートが必 要。  

・ 地 域 格 差 を 感 じ る 。 桜 堤 ３ 丁 目 だ と 駅 か ら 遠 く 交 通 ア ク セ ス も 悪 い 。

高齢化が 進む中 で の課題。  

・ 近 く に 障 害 者 総 合 セ ン タ ー や 福 祉 作 業 所 が あ る が 、 障 が い 者 （ 児 ） と

触れ合う 機会が な く、ボラ ンティ ア などサポ ートで き る機会が ない。  

・地域を 見てい て も老々介 護など 支 援が必要 と感じ る ことがあ る。  

・スポー ツなど 介 護予防の ための 取 組みや活 動でき る 場が必要 。  

・ 保 健 セ ン タ ー の 増 築 及 び 複 合 施 設 整 備 に つ い て は 、 な ぜ 子 ど も の 複 合

施設が必 要なの か 、建築 後 35 年で な ぜ大規模 改修が 必 要なのか 、もっ

と市民へ の事前 説 明を行う 必要が あ る。  

・ 高 齢 者 や 障 が い 者 に な っ た と き に 、 サ ー ビ ス や 施 設 を 探 し て い て は 遅

い 。 普 段 市 政 の 情 報 に 目 が い か な い の で 、 事 前 に ど ん な サ ー ビ ス を 受

け る こ と が で き 、 ど の サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き な い の か 知 っ て お

くことが 必要。  

・ 市 政 の 情 報 発 信 は 固 い 表 現 が 多 い 。 も う 少 し 読 み や す い よ う に 工 夫 し

ないと、 情報が 届 かないの ではな い か。  

・ 地 域 の リ ー ダ ー と し て 引 っ 張 っ て く れ る 方 が い る と 情 報 も 得 や す い が 、

それが誰 かも分 か らない。  

・ 市 役 所 に 近 い 市 域 の 中 心 部 は 情 報 が 得 や す い 。 例 え ば 高 齢 者 の 運 動 会

（ シ ル バ ー ス ポ ー ツ 大 会 ） も 市 役 所 の 隣 の 体 育 館 で 行 う 。 桜 堤 地 区 の

高齢者は 通いづ ら い。これ も地域 格 差ではな いか。  
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・ 他 の 自 治 体 は 「 障 が い 者 」 と 表 現 す る が 、 武 蔵 野 市 は 「 障 害 者 」 と

「 害 」 と い う 字 を 使 う 。 当 事 者 の 身 に な っ て 表 現 を 考 え る べ き で は な

いか。  

・福祉を 考える と きには、 多面的 ・ 複合的な 課題が あ る。  

 

必要な取 組み  

・ 高 齢 者 や 障 が い 者 の 当 事 者 と な る 前 に 、 い か に 情 報 を 届 け る か が 重 要 。  

・ 自 発 的 な 共 助 の 取 組 み を 掲 げ る の で あ れ ば 、 地 域 の リ ー ダ ー と し て 活

動されて いる方 と の交流の 場を設 け る。  

・ ボ ラ ン テ ィ ア な ど 地 域 の 中 で の 助 け 合 い と し て 、 サ ポ ー ト が 必 要 な 方

と サ ポ ー ト で き る 人 を 支 援 で き る 縁 結 び の 取 組 み や 場 の 提 供 が あ る と

良い。  

・ 情 報 の 地 域 格 差 を 補 う 役 目 と し て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー を 活 用 す る

ことがで きない か 。  

・ 中 学 生 な ど 、 同 年 代 の 障 が い 者 （ 児 ） の サ ポ ー ト を し て い く 仕 組 み が

あっても よいの で は。  

・ 助 け 合 え る 仕 組 み と し て 支 援 し た い 人 と さ れ た い 人 の 「 縁 結 び 場 」 が

あるとい い。  

 

Ｂグループ  

現状と課 題  

・ か か り つ け 医 の 制 度 は と て も 重 要 だ 。 し か し 、 転 居 し て き た 人 や 普 段

勤めてい て日中 市 内にいな い人に は かかりつ け医が い ない人も 多い。  

・ 高 齢 者 ・ 障 が い 者 に 対 す る 施 策 の 記 載 は 多 い が 、 現 役 世 代 に 対 す る も

のが少な い。  

・ 生 活 困 窮 者 の 自 立 を 支 援 （ 基 本 施 策 ３ （ ３ ） ） と あ る が 、 そ れ 以 前 の

直接的な 支援が 必 要だ。  

・ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー で 働 き た く て も 、 緊 急 連 絡 先 が な い と 登 録 で き

ない。  

・福祉の 窓口が 縦 割りで一 人一人 に 寄り添っ ていな い 。  

・ 人 材 育 成 の 取 組 み が 知 ら れ て い な い 。 支 え る 側 の 参 加 を 促 す 取 組 み に

ついて PR が必要だ 。  

・ 長 期 計 画 は 日 本 全 国 ど こ で も あ て は ま る 内 容 が 書 い て あ り 、 武 蔵 野 市

独 自 の 特 徴 が わ か ら な い 。 努 力 目 標 ば か り で 定 量 的 な ポ イ ン ト が 書 い

ていない から議 論 もできな い。  
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・ 子 ど も 分 野 で は 待 機 児 童 な ど の 指 標 に よ り 保 育 園 が 足 り て い な い こ と

が示され ている 。 高齢者問 題も定 量 的に市民 に示す べ きだ。  

・ DX、 デ ジ タ ル 化 が 進 む 中 で 、 高 齢 者 等 Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を 使 え な い 人 が 増 え

てきてい る。  

・ 福 祉 人 材 の 育 成 に は 外 国 人 人 材 は 無 視 で き な い 。 外 国 人 人 材 獲 得 に は

国 際 競 争 、 自 治 体 間 競 争 が 既 に 始 ま っ て い る 。 呼 び 込 む こ と を タ ブ ー

視せず、 しっか り 受け入れ ていく 必 要がある 。  

・市内に 保健所 が ない。  

・ 多 く の 施 策 ・ 事 業 が あ る こ と が わ か っ た が 、 知 っ て い る 人 し か 使 っ て

いない、 利用し て いないの ではな い か 。  

・老後、 このま ち に住み続 けられ る か不安だ 。  

 

必要な取 組み  

・ か か り つ け 医 制 度 を す す め る た め 、 ク リ ニ ッ ク 側 も 患 者 を 把 握 す る 制

度をつく るべき 。  

・かかり つけ医 に なれるよ うな小 児 科・内科 を増や す 。  

・ 困 っ た と き は お 互 い 様 の 「 互 助 」 の 考 え 方 を 、 市 民 生 活 の 中 で も っ と

前面に出 してい く 。  

・ デ ジ タ ル デ バ イ ド 対 策 と し て 、 使 え な い 人 ・ 使 わ な い 人 へ の 支 援 を 行

う。  

・ワンス トップ の 窓口や福 祉のポ ー タルサイ トがあ れ ばよい。  

・ 外 国 人 に 市 に 住 ん で も ら い 、 学 び ・ 教 育 し 、 仕 事 を 提 供 す る 。 福 祉 の

仕事に就 いても ら う一方、 定住し て もらい同 じ市民 に なっても らう。  

・ 問 題 や 課 題 が 見 え に く い の で 例 え ば 「 特 養 が 足 り て い る か 」 等 の 数 値

情報を視 える化 す る。  

 

Ｃグループ  

現状と課 題  

・ 様 々 な 取 組 み が 行 わ れ て い る が 、 当 事 者 で は な い 市 民 に あ ま り 知 ら れ

ていない 。また 、 具体的な 指標が な いと課題 を抽出 す るのは難 しい。  

・ 立 派 な 計 画 を 作 っ て い て も 、 そ れ を 核 と な っ て 実 現 し て い く 人 材 が 不

足してい る。  

・ 第 六 期 長 期 計 画 の 冊 子 P141「 主 な 事 業 の 実 施 予 定 及 び 概 算 事 業 費 」 で

は 、 具 体 的 に 何 に ど の 程 度 事 業 費 を か け て い る か 分 か り づ ら い 。 例 え

ば、福祉 総合相 談 窓口事業 にどの 程 度の金額 が使わ れ ているの か。  



 

11 

  

・これか らの福 祉 を支える 若い人 材 が不足し ている 。  

・ 市 境 に 住 ん で い る 住 民 に よ っ て は 、 か か り つ け 医 が 市 外 の 場 合 も あ る 。

そ の 場 合 、 市 の 支 援 の 対 象 外 と な っ て し ま う 。 市 内 で 完 結 す る も の ば

かりでは ない。  

・シニア 支え合 い ポイント 制度の 対 象を 65 歳以上と 限 定してい るため、

利用者が 制限さ れ ている。  

・外見か らは分 か らない 障 害や困 り ごとを抱 える人 が 増えてい る。  

 

必要な取 組み  

・高齢者 に対す る 支援は、 定年を 迎 える 10 年前から 周 知するこ とが必 要。  

・ 転 入 者 に 対 し て 、 今 後 武 蔵 野 市 で ど の よ う な 人 生 を 歩 む の か 、 ラ イ フ

ステージ に応じ て どのよう な支援 制 度がある のか情 報 提供する 。  

・ 「 相 談 件 数 ○ 件 の う ち 、 ○ ％ が 解 決 し た 」 な ど 記 載 さ れ て い れ ば 、 市

民も相談 してみ よ うと思え るので は ないか。  

・ 目 先 の 担 い 手 確 保 だ け で は な く 、 将 来 を 担 う 子 ど も た ち に 、 小 ・ 中 学

生 の 時 か ら 高 齢 者 福 祉 の 必 要 性 を 理 解 し て も ら う 、 考 え て も ら う 教 育

を行う。  

・ 毎 年 必 ず 健 康 診 断 を 受 診 す る な ど 予 防 医 療 の 重 要 性 を 積 極 的 に Ｐ Ｒ す

る。  

・近隣自 治体と 連 携した広 域的な 福 祉体制を 検討す る 。  

・ シ ニ ア 支 え 合 い ポ イ ン ト を 発 展 さ せ 、 市 政 に 参 加 し た 住 民 に イ ン セ ン

テ ィ ブ （ 家 賃 補 助 や １ 食 無 料 券 配 布 、 家 族 へ の ポ イ ン ト 移 行 等 ） を 与

えること で、若 者 のまちづ くりへ の 参加を促 す。  

・ 魅 力 あ る ま ち 、 子 育 て し や す い ま ち に な る こ と で 、 若 い 人 が 定 住 し 、

福祉を支 える人 材 につなが るので は ないか。  

 
  

【第２回市民会議の様子】 
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子ども・教育  

A グループ  

現状と課 題  

・ 子 育 て 中 の マ マ 、 特 に ひ と り 親 は 時 間 の 融 通 が 利 か な い こ と が 多 い 。

学 童 ク ラ ブ の 受 入 れ を ６ 年 生 ま で に す る こ と が 子 育 て 支 援 に な る の で

はないか 。  

・ い つ の 間 に か 学 童 ク ラ ブ の 所 管 が 子 ど も 協 会 に 変 わ っ て い た 。 行 政 の

所管はコ ロコロ 変 わる。サ ービス 提 供への一 貫性が な い。  

・ 世 の 中 的 に は 校 庭 を 芝 生 に す る と こ ろ が 多 い と 感 じ て い る 。 学 校 で 子

ど も た ち が グ ラ ウ ン ド で 駆 け ず り 回 ら な い 理 由 が 、 転 ぶ と 痛 い か ら で

あ っ た 。 裸 足 に な っ て 転 ん で も 痛 く な い よ う 、 学 校 改 築 に 合 わ せ 、 校

庭を芝生 化して は どうか。  

・ 子 ど も が 外 で 遊 ぶ 体 験 が 少 な く な っ て い る の で 、 外 で 遊 ぶ の が 怖 い の

ではない か。  

・ ジ ャ ン ボ リ ー は こ こ 数 年 コ ロ ナ で 中 止 だ っ た が 、 今 年 度 は 希 望 す る と

こ ろ は １ 泊 ２ 日 で 実 施 可 能 と な っ た 。 川 上 村 ま で の 移 動 で 半 日 か か る

中、１泊 ２日で 何 が体験で きるの か 。  

・ 学 校 の 英 語 教 育 に つ い て は 、 前 の め り に な っ て は い け な い 。 英 語 が 上

手な人は 国語が 得 意。国語 をしっ か り学ぶこ とも重 要 。  

・ 保 育 人 材 の 確 保 と い う 点 で 、 待 遇 を 改 善 し な い と 定 着 し な い の で は な

いか。実 質休み 時 間がない と聞い て いる。  

・ 子 ど も た ち の た め に や っ て い る は ず が 、 大 人 た ち が 良 い と 思 う こ と を

や っ て い る だ け に な っ て い な い か 。 保 護 者 の 感 覚 と し て 、 安 全 第 一 、

事故がな いよう に というの が強い か らそうな ってい る のではな いか。  

・ 不 登 校 に つ い て 、 予 備 軍 も 含 め 思 っ た よ り 多 い と い う 印 象 。 チ ャ レ ン

ジ ル ー ム や ク レ ス コ ー レ な ど 、 行 政 の 取 組 み が あ る の は 分 か っ た が 、

そ ん な の が あ っ た の ！ ？ と 思 う こ と が 多 い 。 子 ど も 自 身 に も 、 こ う い

った支援 がある と 知らせる ことが 必 要ではな いか。  

・ 行 政 は た く さ ん の 仕 組 み を つ く っ て い る が 、 あ ま り に も 市 民 に 知 ら れ

て い な い 。 丁 寧 に お 知 ら せ さ れ て い な い と い う 印 象 。 緑 町 に で き た ハ

ビットも いつの 間 にかでき ていて 、 知らされ ていな い 。  

・ 地 域 に は 民 生 児 童 委 員 が い る 。 し か し 、 制 度 を 含 め 知 ら な い 人 が 多 い 。

市報には 名前が 出 るが、顔 が見え な いため距 離を感 じ てしまう 。  
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・ イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 に つ い て 、 そ の 子 に 応 じ た 教 育 を し て い く べ き と

考 え る が 、 一 緒 に い て 当 た り 前 だ と い う 雰 囲 気 に し て い く こ と は 必 要 。

しかし、 それを 行 うには教 育現場 の 人が足り ない。  

 

必要な取 組み  

・ ジ ャ ン ボ リ ー で は 、 中 高 生 サ ブ リ ー ダ ー と い う 仕 組 み で 、 中 高 生 が ジ

ャ ン ボ リ ー 参 加 者 を サ ポ ー ト し て き た 。 中 高 生 サ ブ リ ー ダ ー 経 験 者 を

活 用 し て 、 野 外 活 動 の サ ポ ー ト を 行 う な ど 、 子 ど も の 力 を 借 り る 。 子

どもの力 を活か す 仕組みが できな い か。  

・ 子 ど も 官 庁 が あ っ て 、 そ れ を サ ポ ー ト す る 子 ど も た ち が い る と い う 仕

組みを作 れない か 。  

・ 子 ど も た ち の 逃 げ 場 所 と し て 、 学 校 と は 別 に 子 ど も が 安 心 し て 行 け る

施設があ ると良 い 。  

・ 小 学 校 入 学 の 時 に 、 学 校 か ら さ ま ざ ま な 支 援 に つ い て 説 明 が あ る と 良

い の で は な い か 。 こ う い う こ と が 起 き た ら 、 こ う い う と こ ろ に 相 談 で

きるとい う話な ど 。  

・ 子 ど も に 知 ら せ る 仕 組 み と し て 、 市 報 の 子 ど も 版 が あ る と 良 い の で は

ないか。  

 

B グループ  

現状と課 題  

・ 生 活 困 窮 家 庭 に 対 す る 支 援 と し て 、 食 料 な ど 具 体 的 ・ 定 期 的 な 支 援 が

必要だ。  

・児童虐 待を未 然 に防ぐ方 策が必 要 だ。  

・ 以 前 は 生 活 困 窮 者 か ど う か 見 て わ か る こ と が 多 か っ た が 、 最 近 は 見 た

目で困窮 度合い が 見えにく くなっ て きたと感 じる。  

・奨学金 制度は 返 済の負担 が大き い 。  

・ コ ロ ナ で 親 が 職 を 失 っ た 人 や 、 給 料 が 下 が っ た 人 が 多 い 。 奨 学 金 制 度

の必要性 が増し て いる。  

・ 「 産 み 育 て ら れ る 」 と い う が 、 市 内 に 分 娩 で き る 施 設 が ほ と ん ど な い 。  

・ 待 機 児 童 は 数 字 で は 解 消 さ れ て い る が 、 施 設 を 増 や し た だ け で 質 が 伴

っ て い な い 。 園 庭 の な い 保 育 園 は 毎 日 保 育 士 が 散 歩 に 連 れ 出 す な ど し

て、保育 士の工 夫 や負担の 上でな り たってい る。  

・ 学 童 ・ あ そ べ え が 足 り て い な い 。 子 ど も た ち は 過 密 な 環 境 に 置 か れ て

いる。  
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・通学路 を車が 猛 スピード で走る な ど、安全 性が確 保 されてい ない。  

・ コ ロ ナ 禍 で の 分 散 登 校 の 経 験 か ら 少 人 数 教 育 の 良 さ が 証 明 さ れ た 。 イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 に も 有 効 で あ る 。 子 ど も 施 策 に 優 先 的 に お 金 を か け

るべきだ 。  

・少人数 教育に は ハード・ 教員数 の 課題があ る。  

・ 対 策 は 常 に 行 っ て き た が 、 不 登 校 が 増 え 続 け て い る 。 ス ク ー ル カ ウ ン

セ ラ ー を た だ 増 や せ ば い い の で は な く 、 な ぜ 不 登 校 に な る の か 原 因 を

考えるべ きだ。  

・ 不 登 校 は 虐 待 や 経 済 問 題 が 影 響 す る 可 能 性 も あ る 。 親 に 余 裕 が な い と

子どもに 影響す る 。  

・ 教 員 の 多 忙 が 問 題 だ 。 教 員 の 働 く 環 境 を 整 え る こ と は 子 ど も た ち の 環

境をつく ること に つながる 。  

・いじめ 防止に 向 けた 取組 みが必 要 だ。実際 に起こ っ て からで は遅い 。  

・ い じ め は 直 接 害 を 与 え る も の か ら 、 ネ ッ ト 上 や ア ク シ ョ ン し な い （ 仲

間外れ、 LINE グループから 外す等 ） 陰湿なも のに変 わ ってきて いる。  

・いじめ 防止教 育 は情報教 育の一 環 でもある 。  

・ 病 児 ・ 病 後 児 保 育 施 設 が 不 足 し て い る 。 職 場 の 理 解 が あ っ て も 、 休 む

ことを本 人が負 担 に感じる 場合も あ る。  

・ 安 心 し て 育 て ら れ る た め に は 待 機 児 対 策 の 次 は 病 児 保 育 の よ う に 、 困

った時も 助けて く れる 機能 が必要 だ 。  

・ 障 害 者 の 支 援 員 が 小 学 校 に は い た の に 中 学 校 に は い な か っ た 。 現 状 ボ

ランティ アの善 意 に頼って おり、 継 続的な支 援が必 要 だ。  

・ 障 害 者 の 「 害 」 の 字 に つ い て 、 障 害 の 理 解 に は 「 医 学 モ デ ル 」 と 「 社

会 モ デ ル 」 が あ る 。 そ の 人 自 身 の 機 能 の こ と を 障 害 と 言 っ て い る わ け

で は な く 、 そ の 方 に 合 わ な い 周 り の 環 境 が 問 題 で あ り 障 害 な の で あ る 。

漢字はそ のまま で よいと思 う。  

・ コ ロ ナ 明 け で も 武 蔵 野 市 の 学 校 は ICT を 活 用 で き な か っ た 。 オ ン ラ イ

ン 授 業 も 要 望 し た が 、 校 長 先 生 が や ら な い と 言 っ て 実 現 し な か っ た 。

コ ロ ナ が 不 安 で 親 が 行 か せ た く な い 子 、 行 き た く な い 子 へ の 対 応 が で

きていな かった 。  

・ 修 学 旅 行 に 行 け な か っ た 世 代 に 対 し て 、 何 ら か の カ バ ー を し て あ げ た

い。  

・尼崎市 （ USB 紛失 事故） の ような こ とが起こ らない よ う、情報 セキュリ

ティー対 策につ い てはより 一層 強 化 していた だきた い 。  
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必要な取 組み  

・支給型 の奨学 金 制度を充 実させ る 。  

・子ども たちに 平 等にチャ ンスを 与 えること に尽き る 。  

・ 安 心 し て 産 む こ と が で き る よ う に 分 娩 可 能 な ク リ ニ ッ ク を 誘 致 し た り 、

保健セン ターに 分 娩の機能 を付加 し たりする べきだ 。  

・ 35 人学級 ではな く、 20 人学級にす る。  

・市報に もあっ た が、民間 学童ク ラ ブの誘致 を行っ て いく。  

・教員が やらな く てもよい 仕事を 減 らす。  

・ 情 報 教 育 の 延 長 と し て 、 い じ め を 我 が 事 と し て と ら え る こ と が 必 要 。

また、子 どもた ち が SOS の出し方 を 学ぶこと も必要 。  

・市の権 限では で きないが 、児童 相 談所 を市 内に設 置 してほし い。  

・今後学 校で ICT を活用で きる仕 組 みを整え る。  

 

C グループ  

現状と課 題  

・ 中 学 生 以 上 の 子 ど も や そ の 家 庭 へ の 支 援 、 教 育 現 場 へ の 支 援 が 不 足 し

ている。  

・ 若 者 に と っ て 市 政 や 政 治 に 参 加 す る こ と が ネ ガ テ ィ ブ に 捉 え ら れ て い

る。  

・ 高 校 生 に な る ま で に 、 自 分 で し っ か り 考 え 、 判 断 で き る よ う な 教 育 を

行う必要 がある 。  

・ 日 本 語 を 母 語 と し な い 保 護 者 へ の 学 校 や 教 員 か ら の 適 切 な 情 報 提 供 、

相 談 支 援 の あ り 方 に つ い て は 、 「 研 究 す る 」 で は な く 、 対 策 を 講 じ る

べき。  

・地域部 活動に 向 けた具体 的な取 組 みができ ていな い 。  

・ 学 校 を 超 え た 部 活 動 の 連 携 が 行 え な い と 、 学 校 に よ っ て は 自 分 の や り

たい部活 動がな く 、不公平 が生じ る 可能性が ある。  

・ 学 校 給 食 が 進 む こ と で 、 こ れ ま で あ っ た お 弁 当 作 り を 通 じ た 家 庭 で の

コミュニ ケーシ ョ ンが失わ れる可 能 性がある 。  

・食育教 育の内 容 が地域に よって 異 なる。  

・くらし 地域応 援 券が学校 用品に 使 用できな い。  

・子ども に食事 を 提供でき る市の 施 設がない 。  

・ 各 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 活 動 が 、 運 営 委 員 の 判 断 で 行 わ れ て い る た

め、地域 によっ て 偏りがあ る。ま た 、運営委 員が高 齢 化してい る。  
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・ ０ １ ２ ３ 施 設 や 図 書 館 な ど は 、 お 金 が な く て も 安 心 し て 子 ど も が 過 ご

せる施設 なのに 、 定休日で 利用で き ない日が ある。  

 

必要な取 組み  

・ 「 子 ど も 議 会 」 の よ う に 、 若 者 が ま ち の 施 策 を 考 え 、 実 行 で き る よ う

な取組み を開催 す ることで 、市政 や 政治に参 加する 意 識を醸成 する。  

・ 市 民 農 園 等 を 活 用 し た 農 業 体 験 教 室 を 全 校 で 実 施 し 、 食 育 を 推 進 す る 。  

・教員の 働き方 改 革の推進 、労働 環 境の整備 を行う 。  

・学校単 位を超 え ての部活 動を実 施 する。  

・地域の 高齢者 の 協力を得 て食育 推 進の取組 みを実 施 する。  

・学校用 品や給 食 費にも使 えるく ら し地域応 援券を 作 る。  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー や テ ン ミ リ オ ン ハ ウ ス な ど を 活 用 し 、 子 ど も た

ちに居場 所と食 事 を提供す る場を 充 実させる 。  

・ 市 内 飲 食 店 と 連 携 し 、 子 ど も に 食 事 を 提 供 し な が ら 、 困 り ご と を 抱 え

る子ども の情報 を 市が収集 する。  

・コミュ ニティ セ ンターの 夜間の 運 営を学生 アルバ イ トに任せ る。  

・ ０ １ ２ ３ 施 設 や 図 書 館 は 、 市 直 営 で は な い 財 援 団 体 の 強 み を 生 か し て 、

定休日を 設けな い 。  
  

【第２回市民会議の様子】 
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平和・文化・市民生活  

A グループ  

現状と課 題  

・ 平 和 を 唱 え る と し て も 漠 然 と し て い て 、 何 が 市 と し て の 取 組 み か 分 か

ら な い 。 市 民 ご と の つ な が り 、 外 国 人 を 含 め た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、

これが広 く平和 に つながる のでは な いか。  

・ 長 期 計 画 に は 「 一 人 ひ と り の 命 と 人 権 が 守 ら れ る 真 に 平 和 な 状 態 を 保

ち 」 と あ る が 、 そ こ に は そ れ を 守 っ て き た 歴 史 や 資 産 を 守 っ て い く と

いうこと も必要 で あり、こ れが抜 け 落ちてい るので は ないか。  

・ 平 和 に つ い て は 、 中 島 飛 行 機 武 蔵 製 作 所 の 空 爆 の 話 ば か り で あ り 、 空

爆 以 外 の 犠 牲 が あ っ た こ と が 知 ら さ れ て い な い 。 戦 争 に つ い て 語 る こ

と が で き る 人 が 少 な く な っ て お り 、 当 時 の 情 報 で 知 ら な い こ と が 多 い 。  

・ LGBT な ど の 性 の 多 様 性 に つ い て 、 市 が ど の よ う に 向 き 合 っ て い る の か

姿 勢 が 見 え な い 。 学 校 で の 教 育 や 市 職 員 の 採 用 で ど こ ま で 意 識 し て い

る の か 。 自 転 車 駐 輪 場 の 申 込 用 紙 の 性 別 欄 に は 「 そ の 他 」 の 選 択 肢 が

なかった 。  

・ 様 式 の 修 正 、 変 更 等 の 市 の 対 応 は 遅 い 。 理 想 論 で 語 っ て も 実 務 ま で 落

ち て い な い 。 実 務 の 現 場 に い る の は 市 民 で あ る た め 、 ス ピ ー ド 感 を 持

って取り 組んで ほ しい。  

・ 多 文 化 共 生 に は 外 国 人 へ の サ ポ ー ト は 重 要 で あ る 。 し か し 、 武 蔵 野 市

に住んで ３か月 の 外国人に 住民投 票 権を与え るのは い かがなも のか。  

・ 武 蔵 野 市 の こ と を よ く 理 解 し て い る 人 で あ れ ば 良 い と 考 え る が 、 住 ん

で い る 期 間 で 表 せ る の か 。 期 間 は １ つ の 目 安 に な る か も し れ な い が 、

良 い 悪 い の 判 断 に な る か は 疑 問 。 市 に 住 ん で い て も 無 関 心 、 知 ら な い

人 も い る 。 実 際 に は 外 国 人 よ り も 日 本 人 の 方 が 無 関 心 だ っ た と 思 う こ

とも多い 。市へ の 密度をは かるこ と ができる 仕組み は ないか。  

・ 市 民 に 広 く 知 れ わ た る 広 報 手 段 を 施 策 と し て 行 う 必 要 が あ る 。 「 知 ら

な か っ た 」 と い う 人 を ど う 減 ら し て い く か 。 市 民 に も 問 題 が あ る 。 市

か ら の ア ン ケ ー ト 調 査 の 回 答 率 が 低 い 。 市 は 一 生 懸 命 や っ て い る の に

回 答 し な い 。 無 関 心 で あ る 。 市 民 の 意 識 を 市 に 向 か わ せ る 工 夫 が 必 要 。  

・ 東 京 都 の 首 都 直 下 地 震 等 の 被 害 想 定 で は 、 火 災 件 数 や 死 者 数 な ど 、 武

蔵 野 市 に お け る 被 害 想 定 が 増 え て い る 。 市 の 施 策 が 追 い 付 い て い な い

ため、市 民によ る 自助・共 助が必 要 ではない か。  
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・ こ れ ま で 市 に 寄 贈 さ れ て き た 美 術 品 は 事 業 者 に よ っ て 管 理 さ れ て い る

だけで、 活用さ れ ていない のでは な いか 。  

・ 同 性 婚 等 を 公 的 に 認 め る パ ー ト ナ ー シ ッ プ 制 度 は 、 国 政 が 判 断 す る も

のではな いか。  

・ 自 転 車 置 き 場 の 数 が 減 っ た こ と で 、 高 齢 者 等 が 買 い 物 を す る 際 に 不 便

を感じて いると 聞 いたこと がある 。  

 

必要な取 組み  

・ 自 助 、 共 助 の 取 組 み を 進 め る た め の 「 人 材 バ ン ク 」 を つ く る 。 災 害 時

の 助 け 合 い の ほ か 、 高 齢 者 の 買 い 物 支 援 や 障 が い 者 へ の ボ ラ ン テ ィ ア

など、市 民活動 の 活性化に つなが る のではな いか。  

・ 武 蔵 野 公 会 堂 の 建 替 え に 合 わ せ て 吉 祥 寺 美 術 館 を 移 転 ・ 拡 大 す る こ と

で、管理 のみし て いる美術 品を活 用 できるの ではな い か。  

・ 多 様 性 に つ い て は 、 市 民 が 意 識 せ ず 、 さ り げ な く 浸 透 し て い く こ と が

重 要 で あ る 。 そ の た め に は 多 様 性 に つ い て 言 い 続 け て い か な け れ ば な

らない。  

・中心地 近くに お 年寄り専 用の駐 輪 場を設け る。  

 

B グループ  

現状と課 題  

・ 武 蔵 野 市 で は 公 教 育 で 平 和 に つ い て の カ リ キ ュ ラ ム が な く 、 各 先 生 の

判断に委 ねられ て いる。  

・先日議 会で市 議 から同性 愛につ い て理解の ない発 言 があった 。 LGBTQ 等

は決して 特別な 存 在ではな い。多 様 性に関し ては学 ぶ しかない 。  

・ 国 は 多 文 化 共 生 推 進 プ ラ ン を 策 定 し て い る が 、 本 市 に は 平 和 や 多 様 性

に関する 計画が な い。  

・ 外 国 籍 の 方 が 増 え て い る 中 、 市 民 同 士 の フ ォ ロ ー 策 や 市 で 包 括 的 に 支

援できる 仕組み が 必要だ。  

・ 災 害 対 策 の 内 容 が 弱 い の で も っ と 強 く 押 し 出 す べ き で は な い か 。 本 来

なら単独 で分野 と してもよ い。  

・ 災 害 時 は 自 助 ・ 共 助 が な い と や っ て い け な い 。 公 務 員 も 一 市 民 で あ り 、

平時のよ うな公 助 は期待で きない 。  

・ 地 域 防 災 計 画 に は バ リ ア フ リ ー の 視 点 が な い 。 障 が い 者 や 高 齢 者 の 視

点が必要 だ。  
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・ 市 民 同 士 が 連 携 す れ ば 防 災 に も つ な が る 。 市 民 が 簡 単 に 参 加 で き る 機

会を増や し、コ ミ ュニケー ション が とれる仕 組みを 検 討してほ しい。  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ 構 想 を 知 ら な い 人 が 多 く 、 実 際 は 構 想 に 基 づ い て 運 営 さ

れていな い。  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ 構 想 が 根 幹 と な る 構 想 な の に 、 基 本 施 策 の ４ 番 目 に あ る

のはおか しい。 大 事なら１ 番目に す べき。  

・ 基 本 施 策 ５ の 中 で 多 様 な 文 化 の 醸 成 が あ る が 「 も の づ く り 」 の 考 え 方

がない。 エコ re ゾ ートには 工作場 所 はあるが 、目的 は 環境学習 である 。  

・ 文 化 の 定 義 の 中 で 「 サ イ エ ン ス 」 の 分 野 が 弱 い 。 科 学 も 文 化 ・ 芸 術 の

ひ と つ だ 。 ハ コ モ ノ が 必 ず し も 必 要 で は な い が 、 サ イ エ ン ス フ ェ ス タ

のような 単発な も のではな く、常 設 の事業が あるべ き だ。  

・ 基 本 施 策 ６ の 図 書 館 サ ー ビ ス に つ い て 電 子 書 籍 の 貸 出 サ ー ビ ス が 早 い

時 期 に 始 ま っ た の は 良 か っ た 。 今 後 も 是 非 進 め て 欲 し い 。 オ ン ラ イ ン

デ ー タ ベ ー ス は 良 い も の だ が 知 ら れ て い な い 。 使 え る も の は も っ と 宣

伝した方 がいい 。  

・ 図 書 館 の サ ー ビ ス 分 担 に つ い て 、 吉 祥 寺 図 書 館 は 吉 祥 寺 駅 前 の 情 報 拠

点 と し て 位 置 づ け ら れ て い る が 、 吉 祥 寺 の 地 域 密 着 情 報 の 提 供 や 発 信

を通じて 、街の 文 化振興、 地元産 業 支援を実 現する に 至ってい ない。  

・視聴覚 資料に つ いて、歴 史的な 資 料を除き 、見直 す べきでは ないか 。  

・市民プ ールの 10 円プール は第二 期 武蔵野市 スポー ツ 推進計画 の中で廃

止が検討 されて い るが、存 続して ほ しい。  

・ 国 際 的 な 問 題 が 様 々 起 き て い る が 、 国 際 交 流 に つ い て は 若 い と き か ら

積極的に 行政中 心 で行うべ き。  

・市内に ある大 企 業と連携 し、武 蔵 野市をも っと盛 り 上げるべ き。  

・農地が うまく 活 用できて いない 。  

 

必要な取 組み  

・ 分 野 の 構 成 に つ い て の 議 論 は 第 七 期 長 期 計 画 策 定 の 際 に お こ な う 。 災

害対策に ついて 、 現状は重 点施策 に 記載があ る。  

・ウドの ように 、 市のブラ ンドに な る野 菜を つくり 、 PR してはどうか 。  

・ 成 蹊 大 学 や 横 河 電 機 と 連 携 し て 教 育 施 設 を 作 っ た り 、 子 ど も が 科 学 と

ふれあえ るよう な 環境を整 備する 。  

・ 市 内 農 業 に つ い て は 輸 送 の 手 段 を 行 政 が コ ー デ ィ ネ ー ト す れ ば 地 産 地

消はうま くいく 。  

・ 平 和 教 育 に つ い て 、 武 蔵 野 市 は 野 口 雨 情 、 北 村 西 望 の 文 化 人 な ど 題 材

は多い。 演劇や 紙 芝居等で 子ども た ちが学べ る機会 を 作ってほ しい。  
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・ コ ミ セ ン は ポ テ ン シ ャ ル が あ る 。 市 の こ と が わ か り 、 市 民 が 話 し 合 え

る場にな るとよ い 。コミセ ンに来 て もらうた めの仕 組 みが必要 だ。  

 

C グループ  

現状と課 題  

・市内で 働く人 の 数が減少 してい る 。  

・ 武 蔵 野 地 域 五 大 学 や 武 蔵 野 地 域 自 由 大 学 、 生 涯 学 習 施 設 と 連 携 し た 学

び直し、 リカレ ン ト教育の 機会が 不 足してい る。  

・ 平 和 施 策 へ の 参 加 者 が 固 定 化 、 高 齢 化 し て い る 。 一 部 の 小 中 学 校 で し

か平和教 育をし て いない。  

・ 武 蔵 野 市 は 留 学 生 と 高 度 専 門 職 の 外 国 人 が 多 く 、 こ れ は 他 自 治 体 に お

ける構成 と異な る ため、市 独自の 支 援が必要 ではな い か。  

・ 公 共 施 設 で 、 施 設 の 利 用 予 約 を 現 地 の み で 受 け 付 け て い る 場 合 が あ り 、

不公平さ を感じ る 。  

・ 武 蔵 野 ふ る さ と 歴 史 館 に て 公 文 書 の 補 足 に な る よ う な 私 文 書 (白 書 や 公

開許可の 取れた 手 紙など )やチ ラシが 保存され ていな い 。  

・ 水 曜 日 は 小 中 学 生 が 早 く 帰 る 日 な の に 、 武 蔵 野 プ レ イ ス と 吉 祥 寺 図 書

館 が 休 館 日 な の は お か し い 。 ま た 、 市 内 に ３ つ し か 図 書 館 が な い の に 、

休館日が 同じ曜 日 なのも違 和感が あ る。  

・ 産 業 振 興 施 策 と し て 、 若 い 人 が 出 店 で き る よ う な 支 援 が 不 足 し て い る

のではな いか。  

・ 2022 年 に 生 産 緑 地 の 税 金 優 遇 が 期 限 を 迎 え る た め 、 市 内 の 農 地 が 減 少

すること が懸念 さ れる。  

・特殊詐 欺への 対 策が不足 してい る のではな いか。  

・ 自 主 防 災 組 織 の 活 動 内 容 や 活 動 実 績 に つ い て 特 定 の 方 し か 認 識 し て い

ない。ま た、担 い 手も高齢 化して い ると感じ ている 。  

・市民活 動の全 体 像が見え ず、初 め ての市民 は参加 し にくいと 感じる 。  

・ ウ ク ラ イ ナ に 限 ら ず 難 民 受 け 入 れ に つ い て の 市 の 意 思 表 示 が 不 足 し て

いるので はない か 。  

・ 食 糧 危 機 に 対 す る 市 の 意 識 が 欠 け て い る の で は な い か 。 今 後 、 市 民 生

活にどう 影響が あ るのか。  

・ 武 蔵 野 市 で は 一 人 世 帯 の 人 口 が 増 加 し て お り 、 転 出 入 者 も 多 い 。 ど の

ように定 住化さ せ るか、ま た市政 に 参加させ るか考 え る必要が ある。  
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必要な取 組み  

・ リ モ ー ト ワ ー ク が 増 え て い る が 、 自 宅 で 場 所 を 確 保 す る こ と は 難 し い

た め 、 サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス を 整 備 す る 。 ま た 、 そ の よ う な 取 組 み を 行

う企業を 支援す る ことで、 若い人 の 定住を促 せるの で はないか 。  

・ 大 学 図 書 館 の 利 用 パ ス を 発 行 し 、 地 域 住 民 が 自 由 に 利 用 で き る 環 境 を

整えるな ど、大 学 との連携 を 推進 す る。  

・ 武 蔵 野 ふ る さ と 歴 史 館 を 活 用 し 、 平 和 に つ い て 学 習 す る 機 会 を 子 ど も

に提供す る。  

・やさし い日本 語 について 、市と し ての統一 した基 準 を作る。  

・ 自 主 防 災 組 織 の 組 織 づ く り だ け で は な く 、 プ ロ ジ ェ ク ト 型 で そ の 時 そ

の 場 に 居 合 わ せ た 人 で 動 け る よ う な 計 画 を 作 る 。 ま た 、 活 動 内 容 に つ

いて、積 極的に 広 報を行う 。  

・ コ ミ セ ン な ど の 公 共 施 設 の 利 用 予 約 に つ い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る

予約シス テムの 導 入など ICT 化を図 る。  

・ 生 産 緑 地 に 係 る 税 金 を 補 助 す る な ど 、 農 地 の 確 保 に 努 め る 。 ま た 、 利

用者のコ ミュニ ケ ーション が促進 さ れるよう な場と す る。  

・ 市 民 活 動 の 全 体 像 を わ か り や す く 示 す た め 、 コ ン シ ェ ル ジ ュ を 配 置 す

る と と も に 、 各 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー や 団 体 に お い て は 初 め て の 方 が

参加しや すい空 気 づくりを 行う。  

・ 大 規 模 な 集 合 住 宅 が 建 設 さ れ る 際 に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が 活 性 化 す る よ う

な場を作 ること を 条件にす るなど の ルールを 作る。  

・ 一 人 世 帯 の 若 い 方 が 定 住 で き る よ う 、 住 宅 費 の 補 助 等 を 行 う 。 ま た 、

インフル エンサ ー を活用す るなど 工 夫した広 報を行 う 。  

・ 転 入 手 続 き の 際 に 、 市 民 と し て ど の よ う な サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で

きるのか 、また ど のような 市民に な ってほし いかを 示 す。  

・ 無 作 為 抽 出 ワ ー ク シ ョ ッ プ や フ ァ シ リ テ ー タ ー 養 成 講 座 を 開 催 す る こ

とで、若 い人の 市 政参加の きっか け づくりと する。

【第３回市民会議の様子】 



 

22 

  

緑・環境  

A グループ  

現状と課 題  

・ 公 共 の 緑 は 増 え て い る が 、 民 有 地 の 緑 が 減 少 傾 向 で あ る と 感 じ て い る 。  

・ よ く 利 用 さ れ て い る 公 園 と 、 そ う で な い 公 園 が あ る 。 利 用 さ れ て い な

い公園を いかに 活 用してい くかが 重 要ではな いか。  

・ 公 園 に 防 災 ト イ レ や か ま ど ベ ン チ を 作 る だ け で は な く 、 実 際 に 使 っ て

防 災 訓 練 を 行 う 必 要 が あ る 。 し か し 、 市 の 公 園 管 理 担 当 課 は 、 公 園 で

火 を 使 っ て は い け な い と 訓 練 を さ せ て く れ な い こ と が あ る 。 防 災 担 当

課と公園 管理課 で の連携が 取れて い ないので はない か と感じて いる。  

・ 街 路 樹 は 大 通 り で し か 見 か け な い 。 歩 道 が 狭 い の か 、 街 路 樹 が 植 え ら

れるほど の幅員 が ないので はない か 。  

・ 民 有 地 の 緑 の 保 全 の 取 組 み と し て 、 住 宅 の ブ ロ ッ ク 塀 を 生 け 垣 に 変 え

る 取 組 み が あ り 、 市 も 助 成 し て い る が 、 プ ラ イ バ シ ー の 問 題 が あ り 進

んでいな いので は ないか。  

・畑がど んどん 宅 地に変わ ってい る と感じて いる。  

・ 農 地 は 雨 水 を 吸 収 す る た め 、 災 害 時 に も 大 切 な 役 割 を 担 っ て い る 。 農

地 を い か に 大 切 に す る か が 重 要 と 考 え る が 、 農 業 の 担 い 手 が 減 少 し て

いるので はない か 。  

・ 若 者 を 引 き 付 け る メ リ ッ ト が な い と 農 地 の 後 継 者 は 育 た な い の で は な

いか。  

 

必要な取 組み  

・ 地 域 で 支 え 合 い の 活 動 を 行 う 「 人 材 バ ン ク 」 を つ く り 、 高 齢 者 が 自 身

の 庭 の 手 入 れ を で き な い 状 況 で あ っ て も 、 「 人 材 バ ン ク 」 で 助 け 合 っ

て緑の保 全につ な げる仕組 みがあ る と良い。  

・ 利 用 さ れ て い な い 公 園 に キ ッ チ ン カ ー や 移 動 販 売 を 誘 致 し 、 高 齢 者 の

買い物支 援や親 子 の居場所 、地域 の 交流の場 所とし て 活用する 。  

・ 利 用 さ れ て い な い 公 園 で 運 動 の イ ン ス ト ラ ク タ ー が 介 護 予 防 の た め の

講座を行 うなど 、 幅広い分 野で連 携 して活用 できる と 良い。  

・ 連 続 し た 街 路 樹 を つ く れ な い の で あ れ ば 、 道 路 と 道 路 の 交 差 す る と こ

ろに１本 樹があ る だけでも 景観も 良 くなる。  
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・ 農 地 で 農 家 レ ス ト ラ ン や フ ァ ー マ ー ズ マ ー ケ ッ ト を 行 う こ と で 、 担 い

手 連 携 （ 農 家 と レ ス ト ラ ン 経 営 者 等 ） と の 連 携 も で き る の で は な い か 。  

・農業に ついて 大 学で学ん だ学生 を 迎え入れ る仕組 み をつくる と良い 。  

・ 校 庭 の 雨 水 貯 留 槽 に た ま っ た 雨 水 を 花 壇 へ の 水 と し て 使 う な ど 、 資 源

の 循 環 の 見 え る 化 を 行 う と 良 い 。 溜 め た 雨 水 を ゆ っ く り 地 下 へ 浸 透 さ

せるだけ でなく 、 雨水の活 用を環 境 教育とし て行う 。  

 

B グループ  

現状と課 題  

・ エ コ 関 係 の 助 成 金 制 度 は 自 治 体 に よ っ て ば ら つ き が あ る が 、 武 蔵 野 市

は少ない 印象が あ る。  

・プラス チック ご みをごみ とみる か 、資源と みるか 。  

・ごみ便 利帳 eco ブックは とても 分 かりやす いが、 英 語版には 肝心の 50

音 順 の 分 別 帳 が つ い て い な い 。 外 国 籍 の 方 向 け の 情 報 提 供 が 不 足 し て

いる。  

・ 都 内 に は 遊 具 に 配 慮 し た イ ン ク ル ー シ ブ 公 園 が 増 え て い る 。 市 内 で も

増えてい ってほ し い。  

・ CO２ の 吸 収 量 は 新 し い 木 ほ ど 多 い 。 出 来 上 が っ た 森 を 保 全 す る こ と は

緑 地 の 保 全 に は つ な が る が 、 温 暖 化 対 策 に は な ら な い 。 雑 木 林 は 更 新

していく ことが 必 要だ。  

・農地に 関して 防 災の視点 が弱い 気 がする。  

・ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の リ サ イ ク ル セ ン タ ー が な く な っ た の は 残 念 だ 。

実 際 に 商 品 を 見 ら れ て 、 有 償 で も 配 送 も し て も ら え る 仕 組 み は よ か っ

た。  

・緑と水 のネッ ト ワークの 管理に は コストが かかる 。  

 

必要な取 組み  

・外国の 方が増 え ることを 見越し て ごみ便利 帳等を 多 言語対応 する。  

・ 市 民 が 自 由 裁 量 で 管 理 で き る 公 園 を 増 や し 、 わ が ま ち の 緑 の 意 識 を 醸

成する。  

・公共施 設を立 て 直す際は 建材に 環 境に配慮 したも の を使用す る。  

・ 水 田 を 意 図 的 に 作 り 教 育 に 活 用 し て い く 。 生 物 多 様 性 の 観 点 か ら も よ

い取組み となる 。  
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C グループ  

現状と課 題  

・ 近 所 に 銀 杏 並 木 が あ り 快 適 な 空 間 と な っ て い る が 、 一 方 で 家 の 前 の 歩

道の落ち 葉清掃 等 負担に感 じてい る 。  

・むさし のエコ re ゾートの 存在が 市 民に周知 できて お らず、活 用されて

いないと 感じて い る。  

・ 駅 前 の 喫 煙 ト レ ー ラ ー ハ ウ ス の 利 用 時 間 外 に 、 ト レ ー ラ ー ハ ウ ス の 前

で喫煙し ている 人 がいる。  

・ 市 内 で 集 め ら れ た ご み が ど の よ う に 処 理 さ れ る か 、 ま た な ぜ 分 別 す る

必要があ るか等 の 基礎的な 知識が な い。  

・ 緑 が 多 い こ と は 非 常 に 評 価 で き る が 、 維 持 管 理 に 多 く の 費 用 が 必 要 と

な る 。 温 暖 化 の 影 響 で 、 枝 が よ り 早 く 伸 び る よ う に な っ て い る と 聞 い

た。  

・ 民 有 地 の 緑 の 管 理 が 行 き 届 い て お ら ず 、 通 学 路 に 枝 が は み 出 し て い た

り、雨の 日に掃 除 されてい ない落 ち 葉で 滑っ たりと い う危険が ある。  

・ 集 合 住 宅 が 増 え た こ と で 、 そ の 周 辺 の 歩 道 の 落 ち 葉 清 掃 等 を 行 う 人 が

おらず、 放置さ れ ている。  

・ 生 活 を し て い て ハ ク ビ シ ン 等 の 害 獣 を 見 か け る 機 会 が 増 え て い る た め 、

対策に力 をいれ る べき。  

・ 生 物 多 様 性 の 考 え は 大 切 だ が 、 外 来 生 物 の 扱 い な ど 考 え 方 を 整 理 す る

必 要 が あ る 。 千 川 上 水 に コ イ や ザ リ ガ ニ が い る の は そ も そ も 問 題 で は

ないのか 。  

・ 二 俣 尾 に お け る 取 組 み も よ い が 、 市 内 の 緑 や 雑 木 林 を 活 用 し た イ ベ ン

トが少な く感じ て いる。  

・ 公 園 に ユ ニ バ ー サ ル 遊 具 が 設 置 さ れ る こ と は 大 歓 迎 だ が 、 一 方 で 、 そ

の 他 の 遊 具 は 安 全 性 を 考 慮 し す ぎ て い る の で は な い か 。 チ ャ レ ン ジ ン

グな遊具 があっ て もいいの ではな い か。  

・市内の どこに ど のような 公園や 緑 がある か 全体像 が 見えない 。  

・ 武 蔵 野 の 緑 は 、 本 来 は 雑 木 林 で あ る と 思 う が 知 ら れ て い な い の で は な

いか。  

・街路樹 がない ほ うが歩道 の幅を 確 保できる 場合も あ る。  

・農地を どのよ う に確保し ていく か 考える必 要があ る 。  
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必要な取 組み  

・むさし のエコ re ゾートに ついて 、 イベント 開催だ け でなく、 子どもだ

けでなく 、大人 も 楽しめて 気づき が 得られる 場とな る よう工夫 する。  

・ 市 内 の 緑 や 公 園 の 全 体 像 が 見 え る よ う な 観 光 マ ッ プ を 作 成 し 、 駅 前 に

案内板な どを設 置 する。  

・ ご み 減 量 の た め 容 器 持 ち 込 み 型 の 量 り 売 り 等 お 店 と 連 携 し て 実 施 す る 。  

・ 市 有 地 と し て 農 地 を 確 保 し 、 市 民 農 園 と し て 子 ど も が 農 業 を 体 験 で き

るような 教室や イ ベントを 実施す る 。  

・ 「 緑 が あ る 」 だ け で な く 、 良 さ を 伝 え る た め に は ス ト ー リ ー 性 の あ る

情報を発 信して い く必要が ある。  

・ 緑 の 価 値 と 安 全 性 を 比 較 し て 、 特 定 の 場 所 に 緑 を 集 め る と い う 方 向 性

があって もよい の ではない か。  
  

【第３回市民会議の様子】 



 

26 

  

都市基盤  

A グループ  

現状と課 題  

・ 駅 前 の 歩 行 者 中 心 の ま ち づ く り に つ い て 、 再 開 発 な ど の 大 規 模 開 発 に

頼ること なく、 き め細かな 対応を し てほしい 。  

・ 無 秩 序 に 駅 周 辺 の に ぎ わ い を 創 出 す る の で は な く 、 美 し い 景 観 を 残 す

ま ち づ く り が 必 要 。 ま た 、 駅 周 辺 の 外 側 に あ る 住 宅 地 へ の 影 響 、 親 和

性をどう 担保す る かが重要 。  

・ 自 転 車 が 歩 道 内 や 通 学 路 で ス ピ ー ド を 上 げ て 走 っ て い る 。 自 転 車 利 用

のマナー が悪い 。  

・三駅圏 でのま ち づくりに 地域差 が ある。  

・ 吉 祥 寺 駅 南 口 バ ス 通 り の 狭 さ に つ い て は 、 い い 加 減 に 対 応 し て ほ し い 。  

・三鷹駅 周辺の 自 転車駐輪 場が減 少 している のでは な いか。  

・ 公 会 堂 の 建 替 え に つ い て は 、 設 計 段 階 の 検 討 か ら 市 民 を 入 れ て 行 っ て

ほしい。  

・大規模 な工事 を 行う前に 市民に し っかり説 明して ほ しい。  

・無電柱 化がど こ まで進ん でいる の か分から ない。  

・都市計 画道路 の 進捗情報 を得る こ とができ ない。  

・ 市 の 汚 水 の ７ 割 が 女 子 大 通 り の 地 下 を 通 っ て 最 終 的 に 河 川 へ 排 水 し て

い る 。 も し 、 下 水 道 管 の 老 朽 に よ り 汚 水 が 漏 れ 出 し た 場 合 、 女 子 大 通

りに被害 が偏る た め、もう 少し負 担 を分散で きない か 。  

・ 魅 力 あ る 都 市 景 観 の 「 魅 力 あ る 」 と は 何 を 示 し て い る の か 分 か ら な い 。  

・ ま ち な か で ど こ が 安 全 な の か 、 ど の 建 物 が 崩 れ な い の か が 分 か ら な い 。  

・吉祥寺 駅前に は 、福祉車 両停車 ス ペースが 確保さ れ ていない 。  

・水道事 業を都 営 一元化 す る、メ リ ットデメ リット が 分からな い。  

 

必要な取 組み  

・大規模 工事を 行 う前に、 市民感 覚 のアイデ アを聴 く 場を設け る。  

・ 吉 祥 寺 駅 南 口 吉 祥 寺 駅 高 架 下 の タ ク シ ー 停 車 場 所 を 別 に 置 く こ と で 、

バ ス ７ 台 の 停 留 所 を 確 保 で き 、 交 通 渋 滞 の 解 消 や 福 祉 車 両 停 車 ス ペ ー

スの確保 ができ る ようにな るので は ないか。  

・ 全 年 齢 的 な 自 転 車 安 全 指 導 を 行 う と と も に 、 自 転 車 マ ナ ー の 取 締 り を

強化する 。  

 



 

27 

  

B グループ  

現状と課 題  

・ ワ ー キ ン グ プ ア の 若 者 が 増 え て い る 。 独 居 高 齢 者 だ け で な く 、 若 い 人

の住宅確 保施策 に ついても 検討す る 必要があ る。  

・市内で 増えつ つ ある空き 家を活 用 すること ができ る のではな いか。  

・武蔵境 は今の に ぎわいで 十分。  

・ 無 電 柱 化 に は コ ス ト が か か る こ と は 理 解 で き る が 、 景 観 は 交 通 安 全 、

災害時の 観点か ら 強力にす すめる べ き。  

・一人暮 らしの 人 に対する 見守り ケ アが必要 だ。  

・ 武 蔵 野 市 の テ ナ ン ト 料 は 高 い た め 、 個 人 店 が な く な り 、 ま ち が さ み し

い 、 つ ま ら な い と い う 意 見 が あ る が 、 誰 が 悪 い わ け で は な い 。 後 継 者

不足とい う問題 も ある。  

・ ３ 駅 圏 に そ れ ぞ れ の 個 性 が あ る 。 吉 祥 寺 に 稼 い で も ら い 、 三 鷹 ・ 武 蔵

境は静か でよい 。  

・ ３ 駅 圏 の 強 み を ア ピ ー ル し て ま ち づ く り を す べ き 。 現 状 、 明 確 な フ レ

ーズが見 えてこ な い。  

・ 水 は 大 事 に し て ほ し い の で 、 上 水 道 に 関 し て は 「 計 画 的 ・ 効 率 的 ・ 持

続 的 」 の う ち 、 「 効 率 的 」 の 考 え は な じ ま な い 。 水 の 問 題 は 公 が 非 効

率であっ ても担 う べき仕事 である と 考える。  

・吉祥寺 駅南口 の バスと歩 行者の 輻 輳 （ふく そう） 問 題を解消 すべき 。  

・ 狭 い 道 路 が 抜 け 道 に な っ て い て 危 険 だ 。 見 守 り 活 動 を 増 や し て ほ し い 。  

・ 五 日 市 街 道 の 歩 道 が 狭 く 、 危 険 だ 。 車 道 も 広 く な く 、 武 蔵 野 消 防 署 が

面してい るが、 災 害時に通 行でき る か心配だ 。  

・ムーバ スは良 い が、社会 的弱者 向 けの交通 施策を も っと強化 すべき 。  

 

必要な取 組み  

・ 住 宅 の オ ー ナ ー も 家 賃 を あ る 程 度 と ら な い と 商 売 に な ら な い 。 低 所 得

者向けに 行政か ら 家賃の補 助制度 が あるとよ い。  

・ 一 人 暮 ら し の 方 用 に 動 体 感 知 セ ン サ ー の 設 置 を 補 助 す る 仕 組 み を 作 る 。  

・上水道 に関し て 利用料以 外に収 益 につなが ること を 検討する べき。  

・サイク ルスポ ッ トを設け 、シェ ア サイクル を普及 さ せる。  

・ 抜 け 道 と し て 通 行 す る 車 を 抑 制 す る た め 、 鎌 倉 市 の よ う に 短 時 間 で 市

外に抜け る車に は ロードプ ライシ ン グを検討 しては ど うか。  
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C グループ  

現状と課 題  

・ 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の ビ ジ ョ ン に 、 高 齢 者 や 生 活 困 窮 者 の 視 点 、

テ レ ワ ー ク す る こ と が で き な い 接 客 業 の 若 者 の 視 点 な ど が 盛 り 込 ま れ

ているか 不明で あ る。  

・ 井 の 頭 通 り は 道 路 上 に バ ス 停 が あ る た め 渋 滞 が 発 生 し て い る 。 渋 滞 は

社会的損 失であ る ため、早 急に解 消 する必要 がある 。  

・土日祝 日にな る と吉祥寺 駅周辺 の 道路は必 ず渋滞 し ている。  

・ 自 転 車 専 用 道 路 に 車 が 駐 車 さ れ て い た り 、 点 字 ブ ロ ッ ク の 上 に モ ノ が

置 か れ た り し て い る 。 ハ ー ド 面 は 整 っ て い る が 、 啓 発 と い う ソ フ ト 面

が不足し ている と 感じてい る。  

・ 都 市 計 画 道 路 に つ い て は 、 計 画 決 定 さ れ た 当 時 の 状 況 と 現 状 の 課 題 に

ずれが生 じてい る ケースが あるの で はないか 。  

・空き住 宅の活 用 に市がど こまで 関 与するか の判断 が 難しい。  

・自転車 専用道 路 が 不足し ている と 感じてい る。  

・駅前の ライト ア ップがイ マイチ な 上、目的 がわか ら ない。  

・３駅前 は栄え て いるが、 それ以 外 は閑散と してい る と感じて いる。  

・ 将 来 を 見 通 し た ま ち づ く り と し て 、 車 社 会 の 変 容 を ど の よ う に 考 え て

いるのか 読み取 れ ない。  

・ 八 幡 町 は 人 口 が 増 加 し て い る こ と か ら 、 ム ー バ ス の 路 線 を 見 直 す 必 要

があるの ではな い か。  

・三鷹駅の駐輪場は、コロナ禍で空きが増えている。料金体系を見直す必要がある。 

・ 通 学 路 に 時 間 帯 通 行 規 制 を 行 っ て い る よ う だ が 、 時 間 外 に 大 型 車 等 危

険な車通 りが多 く 散見され る。  

・街路灯が LED 化 されて、 治安が 良 くなった ように 感 じる。  

 

必要な取 組み  

・通学路 の安全 点 検を行う 。  

・バリア フリー は 、ハード 面の整 備 だけでな くソフ ト 面の啓発 を行う 。  

・都市計 画道路 に ついて現 状に則 し たものへ の見直 し を検討す る。  

・空き家 対策と し て、若い うちか ら 将来を見 据えた 住 宅の在り 方を学 べ

る機会を 提供す る 。  

・駅周辺 以外に も 人が集ま れるよ う な魅力的 な空間 を 創出する 。  

・高齢者 が運転 免 許を返納 する→ ム ーバスを 利用し て 外出する →健康 増

進につな がると い った他 分 野との つ ながりを 検討す る 。
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行財政  

A グループ  

現状と課 題  

・ 吉 祥 寺 東 町 一 丁 目 の 市 有 地 利 活 用 に つ い て 、 周 辺 住 民 の 考 え と 市 が 出

し た 案 が 一 致 し て い な い 。 市 が 勝 手 に 進 め て い る よ う に 感 じ る た め 、

市 民 へ の 説 明 が 必 要 。 市 の 職 員 は 一 生 懸 命 や っ て い る が 、 最 後 の 結 論

を出すと きにい つ もズレて いる。  

・ 吉 祥 寺 イ ー ス ト エ リ ア の 駐 輪 場 売 却 に つ い て は 、 市 民 参 加 を 経 ず に 決

定された 。  

・ 長 期 的 な ビ ジ ョ ン は 示 さ れ て い る が 、 短 期 的 な も の は 議 論 な し で す ぐ

に 決 ま っ て し ま う よ う に 感 じ る 。 結 論 あ り き で 進 ん で い る よ う に 見 え

る。  

・ 事 業 の 軽 重 問 わ ず 市 民 に 聞 く 必 要 が あ る の か 。 市 民 と 議 員 の 差 が な く

なってし まう。  

・人口推 計では 、 2048 年には人口が 16 万人に増える とさ れている が、生

産年齢人 口は 2015 年と比較 して 9.7 ポイント 低下す る こととな ってお

り、その ときの 市 の財政状 況がど う なるか不 安であ る  

・ 武 蔵 野 市 は 個 人 の 担 税 力 が 高 い 。 い い ま ち を 続 け な い と 、 い い 人 材 が

入ってこ ない。  

・法人事 業税を 上 げるにも 、新し い 企業を誘 致する 場 所がない 。  

・百貨店 も撤退 が 続き、吉 祥寺か ら 新宿、立 川に人 が 流れてし まう。  

・ 第 ２ 期 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 で は 、 公 共 施 設 の 維 持 管 理 の た め に か

なりのお 金が必 要 であり、 市民１ 人 あたりの 面積で は 2.08 ㎡が上限 と

さ れ て い る 。 今 後 は 福 祉 系 の 施 設 が 望 ま れ て く る た め 、 学 校 の 機 能 の

複合化、 多機能 化 を考えて いかな け ればなら ないの で はないか 。  

・コミセ ンは営 利 目的の活 動が一 切 行えない ため、 使 い勝手が 悪い。  

・ （ 社 福 ） 武 蔵 野 市 民 社 会 福 祉 協 議 会 と （ 公 財 ） 武 蔵 野 市 福 祉 公 社 の 統

合につい ては、 平 成 26 年から 一向に 進んでい ない。  

 

必要な取 組み  

・ 行 財 政 改 革 ア ク シ ョ ン プ ラ ン で は 年 次 計 画 が あ り 、 早 期 に 実 施 し な け

れ ば な ら な い も の と 丁 寧 に 実 施 し な け れ ば い け な い も の が 体 系 化 さ れ
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て い る 。 こ れ が 事 業 別 で 見 え て く る と 市 民 に も 結 論 あ り き で 進 め て い

ないこと が分か る のではな いか。  

・ 企 業 誘 致 で き る 用 地 は な い が 、 空 き 部 屋 を 活 用 し た 事 業 誘 致 は で き る

の で は な い か 。 IT 化 が 進 ん で お り 、 テ レ ワ ー ク も 増 え て い る 。 サ ブ カ

ルチャー など知 的 産業系の 誘致が 効 果的では ないか 。  

・学校が 拠点と な り、コミ ュニテ ィ づくりの 役割を 担 うと良い 。  

・ 室 内 だ け で は な く 外 の 公 共 的 ス ペ ー ス を 活 用 し た 取 組 み を 行 う と 良 い 。

例 え ば 、 公 園 で イ ン ス ト ラ ク タ ー に よ る 介 護 予 防 の イ ベ ン ト を 行 う な

ど。  

・ コ ミ セ ン や 市 役 所 ロ ビ ー が 空 い て い る と き に 、 販 売 活 動 等 が で き る な

ど柔軟な 制度に す ると良い 。スペ ー スの有効 活用に つ ながる。  

・ 多 様 な 人 材 と 組 織 の 活 性 化 に つ い て は 、 長 期 的 な 視 点 で 計 画 を 立 て て

い く 際 に 、 障 害 の あ る 方 は モ ノ の 見 え 方 が 違 う と い う こ と を 活 か し て

い け る の で 、 そ う い う 方 を 積 極 的 に 職 員 採 用 し た ら よ い の で は な い か 。  

 

B グループ  

現状と課 題  

・ 広 報 ・ 広 聴 は よ く で き て い る が 、 新 し い 技 術 を 使 い な が ら よ り 一 層 力

を入れて ほしい 。  

・ 市 は 広 報 ・ 広 聴 に 関 し て 頑 張 っ て い る 。 市 民 も 読 ま な い と ダ メ だ 。 プ

ッシュ型 の広報 に も限界が ある。  

・お得な 情報が な い限り、 自分に 関 係ある内 容でも 見 ない。  

・市の広 報は面 白 さが足り ない。 学 生に伝わ れば親 に も見せる かも。  

・ 市 民 参 加 型 が 特 徴 の 一 つ だ が 、 実 際 に 参 加 す る こ と の で き る 市 民 が ど

の程度い るのか 。  

・ 行 政 は 当 た り 前 な こ と と 思 っ て い て 、 市 民 に 何 を 聞 い た ら い い の か わ

かってい ない可 能 性がある 。  

・第六期 長期計 画 策定時は DX という 言葉がな かった が 、調整計 画には DX

や IT 戦略に ついて 記載する 必要が あ る。  

・ 人 口 が 増 え て い く 前 提 に 違 和 感 が あ る 。 最 終 的 に 財 政 が 厳 し く な る の

で あ れ ば 、 コ ロ ナ 明 け の イ ン バ ウ ン ド の 影 響 に 期 待 し つ つ 財 政 基 盤 を

強化した い。  

・ 公 共 施 設 を リ ニ ュ ー ア ル す る 際 は 災 害 時 の こ と （ 避 難 所 に な る 等 ） を

考えて検 討する べ き。  
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・ 施 設 の 建 替 え な ど 、 当 時 の 前 提 よ り も 価 格 が 上 が る こ と に な る 。 財 政

シミュレ ーショ ン には注視 してい く 必要があ る。  

・建替え の際は 借 地から市 有地へ の 転換を検 討すべ き 。  

・住民投 票制度 自 体どれだ け知ら れ ているの かが疑 問 だ。  

・ 住 民 投 票 制 度 に つ い て は ２ 回 パ ブ コ メ を 出 し た 。 知 ら な い と い う 人 の

ことが理 解でき な かった。  

・ 住 民 投 票 条 例 案 に つ い て 、 議 会 で は 周 知 不 足 の 議 論 ば か り 。 次 回 上 程

すること があれ ば 議会は本 質的な 議 論をして 欲しい 。  

・ 議 会 の 議 事 録 は 古 い も の は ホ ー ム ペ ー ジ 上 で 閲 覧 で き な い 。 言 え ば 出

してくれ るとの こ とだが、 自由 に 50 年分くら いは検 索 できるよ うにし

て欲しい 。  

 

必要な取 組み  

・ 職 員 の 専 門 性 を 強 化 す る た め に 、 企 業 等 と 連 携 し た 育 て る 側 の サ ポ ー

トも必要 。  

・ 広 報 は ネ ッ ト を つ か い 、 手 ご ろ な 感 じ で 市 民 に 伝 え る こ と を 強 化 す べ

き。  

・ ス マ ホ を 大 半 の 人 が 持 つ よ う に な っ た 。 メ ル マ ガ の 登 録 の 仕 方 な ど の

講習会を 実施し て はどうか 。  

・ 地 元 企 業 と 提 携 し 、 特 典 付 き の 広 告 等 を つ け て メ ル マ ガ な ど を 発 信 し

てはどう か。  

・ 市 民 と 市 外 の サ ー ビ ス の 格 差 付 け は 色 々 と 検 討 は 必 要 だ が 、 ル ー ル を

決めるこ とは必 要 だ。  

・ 情 報 は 発 信 だ け で な く 、 市 民 の 声 を き く ア ン ケ ー ト や 掲 示 板 機 能 な ど

双方向性 を持た せ てはどう か。広 報 と広聴を 一体で 行 う。  

 

C グループ  

現状と課 題  

・市有地 の売却 な どの行政 手続き の 透明性が 担保さ れ ていない 。  

・ 第 六 期 長 期 計 画 だ け で は 、 財 政 援 助 出 資 団 体 の 実 態 や 市 の 支 援 状 況 、

決算状況 が不明 瞭 。  

・市政に 興味関 心 がない方 への情 報 発信がで きてい な い。  

・ 市 は 充 分 に 情 報 発 信 を し て い る が 、 市 政 に 興 味 関 心 が な い 方 へ は 情 報

は届かな い。  
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・ ホ ー ム ペ ー ジ で 多 く の 情 報 が 公 開 さ れ て い る が 、 関 連 情 報 の リ ン ク が

充分では なく、 検 索しにく い。  

・ 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 が 策 定 さ れ 市 と し て の 方 向 性 が 示 さ れ た こ と

で 、 む し ろ 社 会 状 況 の 変 化 に 柔 軟 に 対 応 し に く く な っ て い る の で は な

いか。  

・ 意 見 交 換 を 市 民 と 行 う の で あ れ ば そ こ で 出 た 意 見 を 踏 ま え 、 も う 少 し

時間をか けて議 論 すべき。  

・職員の 働き方 改 革、労働 環境の 整 備が必要 。  

・職員の 人件費 が 他自治体 と比較 し て高額と なって い る。  

・ 製 造 業 の 事 業 者 が 減 少 し て い る 。 産 業 政 策 が 不 足 し て い る の で は な い

か。  

・民間企 業や大 学 と連携し た社会 貢 献事業が 不足し て いる。  

 

必要な取 組み  

・専門家 の支援 を 受けた広 報（ナ ッ ジの活用 など） を 実施する 。  

・ 市 ホ ー ム ペ ー ジ に 「 本 日 決 定 し た こ と 」 を 一 行 ニ ュ ー ス の よ う に 表 示

させ、そ こに関 連 リンクを 貼付す る 。  

・市民の 立場に 立 った情報 の出し 方 を検討す る。  

・ 「 情 報 発 信 が 足 り な い 」 と 言 う の で は な く 、 市 民 も 情 報 を 取 り に 行 く

努力が必 要。  

・職員の 人件費 の 適正化を 図る。  

・公共施 設を適 切 に更新・ 再編し つ つ、人口 増によ る 税収増を 図る。  

・ 若 手 職 員 向 け の 研 修 に お い て 、 直 接 市 民 と 交 流 し 市 民 を 知 る 機 会 を 設

ける。  

・大学や 企業の Ｃ ＳＲ活動 を活用 し た取組み を行う 。  

 

 

 

 

 

詳細は市ＨＰ参照 

 

 

 

  第２回市民会議議事録 

詳細は市ＨＰ参照 

 

 

 

 第３回市民会議議事録 
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３．分野横断的な議論  

第４回市 民会議 に おいて、 「 グル ー プ別討議 を経て 感 じた、分 野横断

的な課題 とそれ に 対する取 組み 」 を テーマに 各委員 が 意見を述 べ、そ の

後意見交 換を行 っ た。主な 意見に つ いては以 下の と お りである 。  

（１）今後の社会を見据えた市政及び市民参加のあり方について  

・ 一 人 ひ と り の 市 民 の 力 を よ り 活 用 で き る よ う な 枠 組 み が あ る と 、 壁 の

ようなも のが取 り 除かれる のでは な いかと感 じた。  

・ 第 六 期 長 期 計 画 策 定 時 か ら の 社 会 環 境 の 変 化 と い う 観 点 か ら 、 コ ロ ナ

に よ り そ れ ぞ れ の 年 代 で の 生 活 様 式 や 生 活 環 境 は 大 き く 変 化 し た 。 こ

うした影 響を適 切 に評価し 、今後 に つなげて いく必 要 がある。  

・ 第 六 期 長 期 計 画 策 定 時 か ら の 社 会 環 境 の 変 化 と い う 観 点 か ら 、 ウ ク ラ

イ ナ 問 題 、 凶 悪 犯 罪 の 頻 発 と い っ た こ と に 鑑 み 、 平 和 を 大 切 に す る 武

蔵 野 市 の 理 念 の も と 、 安 心 ・ 安 全 の 視 点 か ら 各 施 策 を 再 点 検 す る こ と

が必要で はない か 。  

・ よ り 多 く の 方 が 市 政 に 参 加 し た く な る よ う 、 小 中 高 校 生 の 頃 か ら 市 民

教育を行 う必要 が ある。  

・ 市 民 同 士 で 話 し 合 っ た 内 容 が １ つ で も 具 体 的 な 形 に な る と 、 成 功 体 験

と し て 本 人 の 喜 び に な り 、 周 囲 に は 実 現 可 能 性 が 伝 わ る の で は な い か 。  

・ 「 担 い 手 不 足 」 に つ い て 、 さ ま ざ ま な 分 野 で 取 組 み が 行 わ れ て い る が 、

解 決 に は 至 っ て い な い と 認 識 し て い る 。 活 動 す る 側 の 仕 組 み や 運 営 方

法 な ど を 変 更 し 、 誰 も が 気 軽 に 参 加 で き る よ う な プ ロ ジ ェ ク ト 型 の 活

動にする など思 い 切った方 向転換 が 必要だと 感じて い る。  

・ 「 ボ ラ ン テ ィ ア 」 の 視 点 で 市 政 を 見 て み る と 、 さ ま ざ ま な 分 野 で 機 会

が 設 け ら れ て お り 、 市 民 活 動 が で き る な と 気 が つ い た 。 ど の よ う に す

れ ば 市 民 が そ の 活 動 に 興 味 を 持 ち 、 か つ や る 気 を 持 っ て 取 り 組 ん で も

らえるか 検討す る 必要があ る。  

・ 市 民 活 動 の 担 い 手 の 確 保 と し て 、 既 存 の ボ ラ ン テ ィ ア の あ り 方 （ 有 償

・無償等 ）を再 検 討する必 要があ る 。  

・ 他 自 治 体 で 、 市 主 体 で 実 施 し た ま ち づ く り の 講 座 の 受 講 者 が そ の ノ ウ

ハ ウ を 活 か し て 市 民 団 体 を 作 り 、 活 動 し て い る 事 例 が あ る 。 そ う い っ

た視点を 持って 社 会教育の あり方 を 検討した 方がよ い 。  

・ 市 民 会 議 へ の 参 加 を き っ か け に 委 員 の 皆 様 に は 今 後 し つ こ く 市 政 を 追

っ て 欲 し い 。 自 分 が 出 し た 意 見 が い つ か 取 り 上 げ ら れ る か も し れ な い 。  
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（２）複雑化する行政課題の解決と柔軟な組織体制の構築について  

・ 吉 祥 寺 駅 南 口 駅 前 広 場 の 整 備 に つ い て 、 当 初 の 計 画 か ら 大 幅 に 完 成 年

度 が 遅 れ て い る と 認 識 し て い る 。 完 成 ま で の ス ケ ジ ュ ー ル を 定 め 、 進

捗 状 況 を 今 よ り 細 か く 公 表 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン

ト を 実 施 し 、 市 民 の 声 を 聞 く と と も に 、 専 門 部 署 を 立 ち 上 げ て 進 め て

いくべき と考え る 。  

・ 農 地 の 活 用 に つ い て 、 産 業 振 興 の み な ら ず 、 災 害 時 の 避 難 場 所 と し て

使用する など広 い 視野で政 策を考 え る必要が ある。  

・ 生 産 緑 地 に つ い て 、 環 境 問 題 の 視 点 に 加 え 、 教 育 や 福 祉 な ど 分 野 横 断

的 な 活 用 方 法 を 検 討 し て ほ し い 。 ま た 、 災 害 時 の 食 糧 確 保 や 食 糧 危 機

な ど を 想 定 し 、 近 隣 自 治 体 や 友 好 都 市 と 協 定 を 結 ぶ な ど 、 柔 軟 な 体 制

がとれる 基盤を 作 る必要が ある 。  

・ 認 可 保 育 園 が 増 加 し 、 保 育 料 の 無 償 化 な ど 進 ん で き た が 、 保 育 園 の 質

について はこれ か らも向上 させる 必 要がある 。  

・ 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る た め の 分 野 横 断 的 な 部 署 が 必 要 と 感 じ て

い る 。 職 員 や 市 民 、 企 業 や 大 学 な ど さ ま ざ ま な 主 体 が 協 働 す る こ と で 、

柔 軟 な 発 想 が 生 ま れ る と と も に 、 財 政 的 な 節 約 が 図 れ 、 市 民 の 利 便 性

の向上に 寄与で き るのでは ないか 。  

・ 地 域 を 代 表 し て 選 ば れ て い る 議 員 か ら 市 政 状 況 の 報 告 が 少 な い と 感 じ

て い る 。 議 員 か ら の 情 報 発 信 を も う 少 し シ ス テ ム 的 に 実 施 で き な い か 。  

・タスク フォー ス を活用し 、重点 事 項に取 り 組んで い ただきた い。  

・ 市 民 、 職 員 、 議 員 な ど 立 場 を 超 え て フ ラ ッ ト に 話 せ る よ う な 場 が あ る

と新しい 変化も 生 まれるの ではな い か。  

・ 市 政 情 報 を 伝 え る ツ ー ル の 一 つ と し て 、 若 い 方 向 け の わ か り や す い 内

容の市報 を作成 し 、 配布す るのは ど うか。  

・ 他 自 治 体 で 「 す ぐ や る 課 」 と い う 部 署 が あ る と 耳 に し た こ と が あ る 。

市 民 が 何 を 求 め て い る か 把 握 し 、 縦 割 り の 行 政 に 横 串 を 通 せ る シ ス テ

ムが必要 ではな い か。  

・ 当 事 者 で な い と わ か ら な い こ と が い か に 多 い か と い う こ と を 実 感 し た 。

そ の 立 場 に あ る 人 や 当 事 者 の 意 見 を 何 ら か の 形 で 取 り 入 れ る こ と が で

き る と よ い 。 車 椅 子 を 使 わ な い と 、 バ リ ア フ リ ー を 含 め た 道 路 の 不 便

な点は想 像でき な いかもし れない 。  
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（３）変化する社会や環境に対応したまちづくりについて  

・ 地 震 や 豪 雨 に 加 え 、 猛 暑 も 災 害 の 一 つ で あ り 、 そ こ か ら 派 生 す る 干 ば

つや水不 足など 災 害を広 く 捉えた 備 えを行う 必要が あ る。  

・ 公 共 施 設 に つ い て 、 地 域 ニ ー ズ や 社 会 情 勢 を 踏 ま え 、 複 合 的 で 多 機 能

な活用方 法を検 討 する必要 がある の ではない か。  

・ 災 害 の あ り 方 が 複 雑 化 し て い る 中 で 、 市 と し て ど の よ う な ス タ ン ス を

取 る の か 明 確 に す る 必 要 が あ る と 感 じ て い る 。 災 害 に 打 ち 勝 つ よ う な

ま ち づ く り を 行 う の か 、 被 害 が 最 小 限 に な る よ う 柔 軟 に 対 応 で き る 仕

組みを構 築する の かなど。  

・ 中 学 校 で の 防 災 教 育 の 際 に 、 VR 車 が 学 校 の 敷 地 に 入 れ な い こ と が あ っ

た 。 全 て の 小 中 学 校 に 大 型 車 や 特 殊 車 両 が 入 れ る 災 害 時 幹 線 道 路 の 整

備が必要 ではな い か。  

・災害時 に備え た 防災モデ ル道路 を 検討する 必要が あ る。  

・ 市 の 人 口 は 増 加 傾 向 に あ る が 、 製 造 業 の 従 事 者 は 激 減 し て お り 、 税 収

の 低 下 を 危 惧 し て い る 。 コ ロ ナ 禍 に よ り 在 宅 勤 務 や テ レ ワ ー ク も 増 加

し て い る た め 、 駅 周 辺 に サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス を 作 る こ と で 市 に 住 ん で 、

働き、生 活がで き る魅力的 な空間 を 創造でき るので は ないか。  

・ 吉 祥 寺 南 口 の グ ラ ン ド デ ザ イ ン を あ ら ゆ る 角 度 か ら 検 討 す る た め 、 地

域住民検 討委員 会 を設置し てほし い 。  

（４）その他、分野横断的事項について  

・ 市 民 会 議 に つ い て 、 テ ー マ の 範 囲 が 広 く 議 論 が 難 し か っ た 。 基 本 目 標

を シ ン プ ル に す る よ う な 価 値 観 の 軸 を 持 っ て 優 先 度 を つ け て 検 討 す る

ことで、 分野横 断 的な議論 も行い や すいので はない か 。  

・ 分 野 毎 に 市 民 会 議 の 分 科 会 を 設 け る な ど 今 後 も 継 続 し て 議 論 や 意 見 出

しを行う 場を設 け てほしい 。  

・市民会 議の議 論 を通じて 、市民 が 価値のあ る資産 だ と感じた 。  

・ 武 蔵 野 市 は 財 政 が 豊 か で あ り 、 心 配 事 が 少 な い た め 、 市 民 の 「 危 機 感 」

が 少 な い と 感 じ て い る 。 市 民 一 人 ひ と り が 市 の 課 題 を 自 分 ご と と し て

考え、行 動でき る ような意 識を醸 成 する施策 が必要 で はないか 。  

・ 今 後 の 武 蔵 野 市 を 担 う 子 ど も た ち に 対 す る 教 育 に 力 を 入 れ て ほ し い 。

武 蔵 野 市 民 科 を う ま く 活 用 し 、 全 庁 的 な 意 思 統 一 を 図 り 進 め て ほ し い 。  

・ 市 に 転 入 し て く る 方 に 対 し て 、 人 生 の 節 目 ご と に 継 続 し て 情 報 提 供 を

行うなど 働きか け ることで 、長く 居 住いただ けるの で はないか 。  
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・ 市 で 実 施 し て い る 政 策 や サ ー ビ ス に つ い て 、 駅 の 掲 示 板 を 活 用 す る な

ど、より 積極的 に 広報して ほしい 。  

・子ども たちの 意 見を積極 的に 汲 み 上げてい ただき た い。  

・ 市 の 情 報 公 開 や 広 聴 ・ 広 報 の 取 組 み は 、 よ く な っ て い る と 感 じ て い る 。

市 ホ ー ム ペ ー ジ の 検 索 機 能 向 上 や 新 た な 広 報 媒 体 の 活 用 、 多 言 語 化 な

ど引き続 き進め て いただき たい。  

・民間企 業と連 携 したアプ リの開 発 など、広 報を工 夫 できると よい 。  

【第４回市民会議の様子】 

詳細は市ＨＰ参照 

 

 

 

  第４回市民会議議事録 
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Ⅳ 参考資料 

■武蔵野市第六期長期計画・調整計画市民会議設置要綱  

（設置）  

第１条  武蔵野市長期計画条例（平成 23年 12月武蔵野市条例第 28号）第３条の

新たな実行計画としての武蔵野市第六期長期計画・調整計画（以下「調整計

画」という。）の策定にあたり、同条例第４条第２項の策定委員会として設

置する武蔵野市第六期長期計画・調整計画策定委員会（以下「策定委員会」

という。）の検討に資するため、武蔵野市第六期長期計画・調整計画市民会

議（以下「市民会議」という。）を設置する。  

（所管事項）  

第２条  市民会議は、調整計画の策定にあたり、武蔵野市第六期長期計画（以

下「長期計画」という。）の市政運営の基本理念を踏まえ、次に掲げる事項

について検討し、その結果を市長に報告する。  

 (1) 長期計画の評価及び調整計画の策定において議論すべき課題に関するこ

と。  

 (2) 武蔵野市（以下「市」という。）が目指す将来像に関すること。  

 (3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。  

（構成）  

第３条  市民会議は、次の各号のいずれにも該当する者のうち、市民会議の委

員の公募に応募したもので、市長が適当と認めるもの（以下「市民委員」と

いう。） 10人程度で構成する。  

 (1) 令和４年４月１日現在 18歳以上であること。  

 (2) 市の区域内に在住し、在勤し、又は在学していること。  

 (3) 調整計画の策定及び市民会議の設置の趣旨を理解していること。  

 (4) 原則として、全４回程度開催する市民会議に出席（オンラインによる出

席を含む。）することができること。  

 (5) 武蔵野市議会の議員又は市の職員でないこと。  

（謝礼）  

第４条  市民委員の謝礼は、市民会議の会議への出席１回につき 4,000円とす

る。  

（設置期間）  

第５条  市民会議の設置期間は、その設置の日から令和４年９月 30日までとす

る。  

（庶務）  

第６条  市民会議の庶務は、総合政策部企画調整課が行う。  

（その他）  

第７条  この要綱に定めるもののほか、市民会議について必要な事項は、市長

が別に定める。  

付  則  

１  この要綱は、令和４年５月１日から施行する。  

２  この要綱は、令和４年９月 30日限り、その効力を失う。   
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■第六期長期計画・調整計画市民会議委員名簿 

番号 氏名 住所 

１ 石井 ちはる 吉祥寺本町 

２ 伊藤 さつき 八幡町 

３ 大上 茂雄 桜堤 

４ 大上 由紀子 桜堤 

５ 太田 克彦 中町 

６ 大谷 昌之 桜堤 

７ 大村 武志 吉祥寺北町 

８ 上遠野 智之 境 

９ 川島 好勝 吉祥寺東町 

10  小林 正宣 吉祥寺本町 

11  鈴木 直人 御殿山 

12  髙橋 直美 中町 

13  津田 いづみ 関前 

14  長尾 裕一 八幡町 

15  福井 智広 吉祥寺北町 

16  宮田 新作 緑町 

17  茂木 聡 緑町 

18  弓削 雅明 吉祥寺東町 

   
（50 音順） 
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■会議資料一覧 

第１回  

＜配付資料＞  

次第 

資料１ 第六期長期計画・調整計画市民会議 傍聴要領（案） 

資料２ 第六期長期計画・調整計画市民会議 委員名簿  

資料３ 第六期長期計画・調整計画市民会議 事務局名簿  

資料４ 第六期長期計画・調整計画  市民会議 設置要綱  

資料５ 第六期長期計画・調整計画の策定について  

資料６ 第六期長期計画・調整計画市民会議について  

資料７ 第六期長期計画・調整計画市民会議 スケジュール  

 
第２回  

＜配付資料＞  

次第 

資料１ 第六期長期計画・調整計画市民会議 傍聴者アンケート（第１回実施分） 

 

第３回  

＜配付資料＞  

次第 

資料１ 第六期長期計画・調整計画市民会議 傍聴者アンケート（第２回実施分） 

 

第４回  

＜配付資料＞  

次第 

資料１ 第六期長期計画・調整計画市民会議 傍聴者アンケート（第３回実施分） 

資料２ 武蔵野市第六期長期計画・調整計画市民会議 報告書（案）  

■傍聴について 

回 傍聴者（人）  

第１回  ４  

第２回  ２  

第３回  ４  

第４回  ４  
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